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症例香草 9 11 14 15 16 17 18 19
柄　　　日
蛋　白　量
赤　血　球
自　由　一球
円　　　柱
腎上皮細胞
5　日
1・0‰
5－10
15－30
少　数
6　日
CaO．3‰
2
10
多　数
少　数
5　日
3．0‰
10－20
2－5
少　一数
ア’日
3．0‰
10
2－3
多　数
即ち発巻期亀・8‰のものが最高にLて，多くは痕
跡程度忙て定量出来ないものが多い．
改造には赤血球，白血球及び円柱を証明し，1例
では腎上皮細胞を認めた．
層　穣　抗生物質発見以前我邦に於けるWeil．
氏病の死亡率は20～30％と云はれ，稲田45）ほ未病
死亡の原因に就て，単純に腎臓の変化に基く尿毒症
でもなく，叉肝臓の変化より来る胆毒症とも考へら
れず，全体よりみる時は爾他の急性伝染病に於ける
と同様に本病原体Leptospiraの毒素による中毒死
と葛へると述べている．秋季レ病ほ予後一般に良好
にLて，死亡例は稀である．墟沢等40）は秋疫忙て
1例，天龍熟こて4例，小鳥居等18）ほ波佐見熱に
て2・2％の死亡をみており，それらほ何れも50才以
上の老人であった．著者の別でほ1例の死亡にも境
Lなかった．
・一般経過　神品等1望）は秋季レ病にては重症と軽
症とに分つを適当とL，・然も其の境界は決して劃然
たるものに非ずと述べている．小鳥居4卵は波佐見
勲にて軽症，中等症，重症と次の如く三つに区別し
ている．．
軽　症　最高体温39度以下にして四肢特に胱腸
弟8表　　症　状
5　日
1・6‰
1／数
1－2
少　数
5　日
4．0‰
1／望
20
多　数
8　日
1・0‰
6　日
4．8‰
2－3　多　数
5－7　　　　0
少　数　多．数
筋墟痛ありJ勲の持続5日以内にLてJ苛軽は之を
発することあるも，寧ろ之をみないこと多く，勲に
比して一時著Lい倦怠J食慾不振があるがJ凡そ10
日前後にて離床し得るもの．
中等症　最高体温39度以上にLて四肢其の他の
各筋真に白菜痛あるか叉ほ著しい撞痛があり，甚だ
しい全身倦怠J企思欠乏J胃部の苦悶あり．熱の持
続5日以上に亘り，多くほ肝臓旺大を伴ひ，大多数
に於ては竜症を発L，時に皮下溢血，雌血を来すこ
とありてJ通常15日前後にて離床し得るもの．
重　　症　最高体温39・5度以上にしてJ著明の自
発的筋痛特に堪え戴き撞痛があり夕食思全く映損一
心身不安又ほ境目民J甚だLい竜症，匿々各笹の出血
兆候或は肺炎J耳下腺発の合併あり．叉肝臓の臨大
著しくは脾措の腫大があって，勲の持続7日以上に
亘りJ離尉こ20日以上を要し或は死亡の転帰をと
るもの．
以上は大体の区別にして各症移行型が存するとし
ている．
著者の観察Lた波佐見熱に託てJ大体小鳥居り区
分に従って軽症，中等症，重症に分類すれば次の如
くである．
別　患　者　数
症　　状 症　　　例　　商　　　号　　　　　　　　計 小鳥居・調査
軽　　症：1．2．4．5．6．8．10．11．15．17．21．．22．
中等症岳3・7・9・12・13・14・16・20・
重　　　症18．19．
12〔54．5％〕
8（36．4プ左）
2（9．1％〕
95（40．8％）
108〔46．4プ左）
30〔12．9％〕
所謂波佐見熱に関する研究
即ち軽症転属するものはJ■10才代のものに多く，
，富症の2例は50才以上にして才一般に年少者軽症状
は軽度でありJ老年者は症状精々重きに懐くものが
多い．菌踵による木病症状の程度をみるに，大正11
年神晶，北山4丁）は秋疫病原体12株を分離し，動物
に対する毒性により強毒のものを1ept．autum¶alis
としI弱毒のものをLept・h可）domadis　とLたので
あるがJ著者の例ではLept・autumnalisに依るも
のが軽症6例J中等症3例J重症2例，1epL beb－
domadisに依るものは軽症7例，中等症4例にLて
重症は1例もな（，I－ePt．autumnalisに依るものは
Lept・hebdomadis一によるものに比して症状ほ一般
に重い傾向がみられる．叉第8表にみる如く小鳥居
の調査では著者の場合に比して症状の重い症例の比
率が高いのである・が，乏も当時本病は殆んど⊥epL
autumnalisによるものであったのがJ著者の例でほ
之にⅠ■ePt．hebdomadisが半ば混在Lていること
がJ此の原因の一つとなっているてのではないかと推
察される．
■徒費症　レ病罷愚後，眼症状，脱毛及び爪甲の
変化などが後発症として熟まれると云はれてい昂．
Weil氏病後正男るゝ眼症状に園Lては，明治31年
糞び32年男より菊地購），田代脚）町報告がある．．
眼症状殊に硝子体潤滞は一般に急性熱性疾慮後笹甥
ほれることがありJ宮下5n）は約1タ銅こ現れ，而し
てレ病後に来るこ・とが最も多いと述べている．硝子
体潤濁の成因に関しては諸種の学説があり，病原体
目俸に成因を求めんとする－もの51）52）5呂）54）5岩）7
病原体白体によるに非ずして，その毒素に意義を求
めんとす抱も■甲5¢）5り58）ト日光光線に意義を求め
ヽ　ノ■
括
長崎県東彼杵郡波佐見地方に於て，昭和26
年よ少28年に至る3年間に発生した秋季レ
靖，所謂波佐見軌患者の恥22例にl就て疫学
的放びに臨牀的に，殊に其の経過を詳細に観
●
察する機会を得たので其の成蹟を報告した．
即ち
盛挙駒取轟
1）波佐見熱の病原体はhpt．autumnalis
及びLept．hebdomadisの．2柾にして　Lept．
autumnalisll例，Lept．hebdomadisll例で
あった．
933
るもの69）帥）81）ト或ほ病原体及びその毒素の他に
何かの誘・因を考慮すべきである・・となす屯の82），或
は蓼出性体質叉ほアレルギーを誘因とみなすもの
G3）等あって調在一定せる学説ほない様に恩はれ
る．雨宮等64）は秋疫後に圭即まれる眼症状に就て硝
子体掴濁が最も多くJその他虹彩毒味俸発，虹彩
炎，前房蓄膿，虹彩後癒着等があると述べている．
著者ほ主に飛蚊症を訴へたものに就て観察Lたので
あるがJ虹彩糞は第q例に放て発病約2ケ月後に之
を認めたのみである．発熱中に飛蚊症の現はれたも
のは1例もなくJIO～11日目3例，15日日■1例，19
日目1例J24～30日冒4例にLて，30日以内に萱郡ま
れたものではJl～3日間位にて消失Lた．其の後
2ケ月後に飛蚊症を訴へた・もの6例J3ケ月経3
例，4ケ月後1例であってフその中には1ケ・月以申
に出現Lて短時日にて消失L，其の後再び出甥Lた
ものが5例含まれている」雫之飛蚊症の認められた
ものは21例申‘13例〔61．9％）にして，小鳥居等18）
及平吉田10）の報告に比して少い．本症状の出葦郡こ
託て小鳥居等18）ほ病症の軽重十と一致せずLて，寧
ろ重症者に少く，中，軽症者に多きが如しと．云ふ
も）著者の例では軽症12例中6例〔50タ左〕，中等症
7劇中5例〔71・4％）ト重症2例共に飛蚊症を訴へ
ておりJ寧ろ症状葺きものに飛蚊症が多く出甥する
憤向がみられるが，例数が少いので確定的な．ことほ
●
云へない．脱宅の著明なものは経験せずLて，快復
期に入って認めたもの5例である．極めて軽徴なも
のほ全例に認められた．
爪甲の変化に託ては余り注意Lなかったので不関
であるカ㍉著明なものは見当らなかづた．
語
2〕本病の発生月は9月14例にして最も多
く，次いせ8月及び10月夫々3例，7月及び
1～1月夫々1例であった．－．
3〕本病患者の職柴は農夫及び生徒夫々＄
l
例，日雇2例，瓦工，陶工，．晦串挽き夫々1
例であった．
4〕年令は10才代最も多く10例にしてト次
で20才代，30才代が夫々3例，亜才代，50才
代，60才代が夫々2例であった．
‾5〕再感染と思はれる－もの2例を経験し
た．その1例は2回共Lept．hねdomadisに
934　　　　　　　　　　　　　　　　　　‾　吉　　　　　　　　田
よる感染と思はれるものであり，他の例は初
回はLept．autumnalis，再感染時にはLept・
hebdo皿adisによると思はれるものであった．
麻牀前期轟
1）本病にて潜伏期の判明したものは12例
にして，2日2例，2〟3日1例，3日又は
それ以内1例，3日1例，4日3例，7日3
例，11～12日l例であった．
2〕前駆症状を訴へたものは14例（63．6％）
にして，発病当日又は2一一3日前より頭痛乃
至頭重，怠倦仁企慾布状等の症状の何れかを
詐へた．
3）悪寒を伴って発熱したものは19例
（86．4％）にして，その中悪寒戦慄を伴った
ものは■2例であったニ
ヰ〕発熱は39度乃至40度以上に達するもの
が多く，有熱期間は7日のもの17例にして最
も多く，6日3例，9日2例であった．多く
はヰ～5日階持田L．て後，不全分利状又は換
散性に下降した．
5）神経症状として頭痛（100％〕，全身倦
怠（100％），脱力感（95．4％），睡眠障碍
（72．7％），眩畳（81．8％），耳鳴（40．9％）
があり，発熱期に譲語のあったものが3例
（13．6％）であった．聴反射は発病初期に消
失又は減溺するもの多く，中には克進する者
もあった．
6）眼症状として限≡蛾結膜の充血は発動期
乃至快復期初期迄に100％に認められた．眼
球結膜黄染は72．7％，眼球結膜出血は1例に
認めた．発病1～2週目頃限痛（27．3％），
貴明（59．1％）を訴へた．
7）筋肉痛は100％に出現したが，自発橋
を訴へたものはなく；運動痛又は撞痛であ
る．運動痛は下熱と共に消失したが了捏塙は
長く殊に抑揚筋に存し，早くて発病2週後，
長きは4週饅に至って消失した．発熱期に関
節痛を訴へたものは59．1％であった．
8〕■呼吸帯症状を認めたものは少い．たゞ
箆目すべきは血症にして27・3％に之を認めた．
9）消化吊症状として食慾不振（100％）J
胃部膨満感（59．1％），咽露痛（5ヰ・5％），噛
吐（′40．9％〕が認められ，文案勲期に心簡部
痛を訴へたものがあった．便痛は初期に秘結
又は下痢するものが多い．粘血便をみたもの
が1例ある．肝臓は100％に触知されJ且つ
圧痛を伴った．
10）皮膚に於ける症状として黄痘は40・9％
に認められ，出血及び下肢の浮腫を夫々1例
に認めた．
11）出血傾向として眼球結膜出血l例，血
味6例，皮下出血1例の他に麒血を認めたも
のが2例あった．
12）脾臓の触知されたものは1例もなく，
発病4～13日日頃迄に淋巴腹腔脹を76．2％に
認めた．
13）著明な心臓衰弱を来tバたものは1例も
なく，重症のl例に於て発熱期に不垂脈を呈
した．脈挿は発熱期体温に平行して増加し，
発病2～3週目頃に遅脈を呈したものが76・2
％であった．血圧は発熱期及び快復期の初期
に軽度に低下するものが多い．心音は多くは
不純にして，第2肺動脈音は克達していた．L
lヰ）泌尿特に於ける症状として，発動期登
例に蛋白尿を証明した．　　　　　　　■■
15）予後は絶て良好にして1例の死亡にも
接しなかった．
16）22例中軽症】2例，中等症8例，重症2
例にして，若年者は年長者に比して症状は比
較的軽度であり，叉Lept・－autum血alisによ
るものはLept．hebdomよdisによるものより
も症状が精々重い傾向が認められた．
17）後発症として飛蚊症は61．9％に認めら
れ，早きは発病10～11日目，遅きは4ケ月後
に出現した．其の他脱毛を認めたものが少数
あり．爪甲の変化に就ては不明であった．
（購笠するに当り恩師横田教授の御指導と御校閲を深謝しJ叉終始御援助下
された後藤佐賀療養所長に敬意を表す．）
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